
 
 

１．次の日本国憲法の条文に関して、以下の（１）から（３）までの問いに答えなさい。 

第六十六条 ①内閣は、法律の定めるところにより、その首長たる内閣総理大臣及びその他の国務大臣でこれを組織する。 

２ 内閣総理大臣その他の国務大臣は、（ Ｄ ）でなければならない。 

第六十七条 内閣総理大臣は、国会議員の中から国会の議決で、これを指名する。この指名は、他のすべての案件に先だつて、

これを行ふ。 

２ 衆議院と参議院とが異なつた指名の議決をした場合に、法律の定めるところにより、両議院の（ Ｅ ）を開いても意見が

一致しないとき、又は衆議院が指名の議決をした後、国会休会中の期間を除いて十日以内に、参議院が、指名の議決をしない

ときは、②衆議院の議決を国会の議決とする。 

第六十八条 内閣総理大臣は、国務大臣を任命する。但し、その過半数は、国会議員の中から選ばれなければならない。 

２ 内閣総理大臣は、任意に国務大臣を（ Ｆ ）することができる。              

（１）下線部①に関する次の記述について、（Ａ）から（Ｃ）に当てはまる最も適当な語句を以下の語群から選びなさい。 

 内閣は、内閣総理大臣及びその他の国務大臣で組織される（ Ａ ）制の機関である。内閣は、内閣総理大臣が主宰す

る（ Ｂ ）を通じて権限行使についての意思決定を行う。（ Ｂ ）の運営は、法律の定めがない限り、慣例に委ねら

れており、意思決定は（ Ｃ ）が原則である。 

 

 

 

（Ａ）          （Ｂ）          （Ｃ）           

（２）（Ｄ）から（Ｆ）に当てはまる最も適当な語句を答えなさい。 

 

（Ｄ）          （Ｅ）          （Ｆ）           

（３）下線部②のように、参議院よりも衆議院に強い力が与えられていることを一般的に何と呼ぶか。６文字で答えなさい。

また、なぜこのような力が衆議院に与えられているか。衆議院の特徴に触れながら、理由を簡潔に説明しなさい。 

 

 

 

                                                            

                                                                                                                       

                                                            

 

２．次の文章に関して、（１）から（４）までの問いに答えなさい。 

我が国は地形や気象などの自然的条件により、これまでに①多くの自然災害を経験してきたところ、平常時においては災害

被害の発生を防止・軽減すること等を目的としたハード対策と、②ソフト対策の両面から対策を講じて、万が一の災害発生に

備えている。また、近時は③気候変動が自然災害の激甚化をもたらしているとの指摘もある中、④我が国は（ Ｂ ）年まで

にカーボンニュートラルを目指すと宣言している。 

 

（１）下線部①について、次の（ア）から（エ）に当てはまる最も適当な年及び語句を答えなさい。 

（ ア ）年９月１日に発生した関東大震災は、近代日本の災害対策の出発点とされ、毎年９月１日は「（ イ ）の日」

とされている。また、戦後の災害対策を大きく前進させる契機となったのは、昭和34年に発生した（ ウ ）台風であり、

同台風をきっかけとして、昭和36年に（ エ ）法が制定された。 

 

（ア）          （イ）          （ウ）          （エ）           

 

（２）下線部②の一つにハザードマップの作成があるが、ハザードマップとは何かを簡潔に説明しなさい。 

 

                                                            

 

（３）下線部③に関して、我が国の気象庁は平成19年から、最高気温が35℃以上の日を（ Ａ ）と呼んでいる。（Ａ）に入る言

葉を漢字で答えなさい。 

 

 （Ａ）           

 

      

【語群】全会一致、閣議、臨時会、合議、専決、秘密会、決裁、多数決、公開、常会、諮問、先決 



（４）下線部④について、（Ｂ）に入る年を西暦で答えなさい。また、カーボンニュートラルとはどのような考え方かを、「排出」、

「吸収」の２語を用いて簡潔に説明しなさい。 
 

（Ｂ）           

                                                            

                                                            

                                                                                                                       

                                                            

 

３．2022年のヨーロッパの政治に関する次の文章を読んで、以下の（１）から（５）までの問いに答えなさい。 

フランスでは、４月に大統領選挙が行われた。決選投票では、移民の受け入れ制限や①ＮＡＴＯの軍事部門からの離脱を訴

えた国民連合の（ ア ）候補との得票差は縮まったもののマクロン大統領が再選された。一方、６月の国民議会選挙では、

与党連合の獲得議席は多数派となったものの過半数を下回った。 

英国では、７月のジョンソン首相の辞意表明を受け、同月から９月にかけて、（ イ ）党首選挙が行われ、前政権で外務・

英連邦・開発相兼女性・平等担当相を務めたトラス氏が新首相に就任した。トラス首相は、経済政策を発端とする市場の混乱

を受け、10月に辞意を表明し、同月、ジョンソン政権で財務相を務めた（ ウ ）氏が首相に就任した。 

イタリアでは、９月に上下両院議員選挙が実施され、イタリアの同胞を第一党とする中道右派連合が過半数の議席を獲得し、

イタリア史上初の女性首相として（ エ ）氏が就任した。 

 

（１）文中の（ア）から（エ）に当てはまる人名又は党の名称を答えなさい。 

 

（ア）          （イ）          （ウ）          （エ）           

（２）下線部①について、2022年５月にＮＡＴＯへの加盟申請をし、2023年４月に正式加盟した国の名称を答えなさい。 
 

            

（３）フランスにおいて、大統領と異なる党派に属する首相が政権を運営する状態は何と呼称されるか。カタカナ７文字で答え

なさい。 
 

 

 

 

（４）英国の政治体制は立憲君主制とされている。英国の憲法について「不文憲法」及び「マグナ・カルタ」の語を用いて説

明しなさい。 
 

                                                            

                                                                                                                       

                                                            

 

（５）フランス、英国、イタリアはいずれもＧ７サミットの参加国である。2023年５月にＧ７サミットが開催された都市の名称

を答えなさい。 

 

           

 

【作文】 

『私の原動力』 

 

    

 

       


